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１．「〈静岡ろうきん〉お客様本位の業務運営に関する取組方針」の策定・公表

• 〈静岡ろうきん〉（以下、当金庫）はお客様本位の業務運営の強化に向けて、金融庁が2017 年3 月に公表し、2021年1月に改正
した「顧客本位の業務運営に関する原則」を全て採択し、「お客様本位の業務運営に関する取組方針」（以下、本方針）を策定し
ます。

• 本方針および本方針に係る取組状況は、ディスクロージャー誌、ホームページに掲載し公表します。

• 本方針に掲げる取組状況は定期的に検証し、必要に応じて本方針を改正します。
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【原則１】

顧客本位の業務運営に関する原則

（金融庁）

お客様本位の業務運営に関する取組方針

（静岡ろうきん）

対応

ページ

原則１【顧客本位の業務運営に関する方針の策定・公表等】 １．「〈静岡ろうきん〉お客様本位の業務運営に関する取組方針」の策定・公表 Ｐ２

原則２【顧客の最善の利益の追求】 ２．お客様の生活を生涯にわたってサポートすることを第一に考えた取組み P３～８

原則３【利益相反の適切な管理】 ３．利益相反を適切に管理する取組み P９

原則４【手数料等の明確化】 ４．手数料等に係る情報提供の取組み P10

原則５【重要な情報の分かりやすい提供】 ５．お客様の立場に立ったわかりやすい情報提供の取組み P11～14

原則６【顧客にふさわしいサービスの提供】 ６．お客様にふさわしいサービス提供の取組み P15～16

原則７【従業員に対する適切な動機づけの枠組み等】 ７．「ろうきんの理念」の職員への定着と実践に向けた取組み P17



２．お客様の生活を生涯にわたってサポートすることを第一に考えた取組み

• お客様のライフプランやニーズ、知識、投資経験、資産状況、投資目的等を十分に把握し、お客様一人ひとりに適した資産形
成・資産運用のご提案を行うとともに、お客様が最善の利益を得られるよう努めています。

• 当金庫は、金融商品の販売対象とする会員組織に在籍する勤労者やその家族、地域の勤労者・居住者などの個人・団体等
のお客様に対し、各営業店に「マネーアドバイザー」を配置し、お客様からの相談ニーズにお応えする体制を整える等により、
投資信託の利用者は着実に増加しています。

• 若年層や初めて投資信託の購入を検討されるお客様に対しては、ライフプランとニーズを踏まえた、積立投資（定時定額）で
の中長期的な資産形成を提案しています。お客様にとっては、投資信託の購入時期を分散させる「ドル・コスト平均法」により、
平均購入単価を安定させる効果が期待できます。
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【原則２】



２．お客様の生活を生涯にわたってサポートすることを第一に考えた取組み
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※2023年度は12月末時点の実績
2024年3月末時点の新しいNISAの契約者数は9,782人

• 当金庫では、税制面のメリットを活かせる長期積立の手段として、「個人型確定拠出年金（iDeCo）」、「NISA」の提案を行っていま
す。

• 2024年1月からの「新しいNISA制度」への改正に向け、「年間投資額の引き上げ」「つみたて投資枠と成長投資枠の併用」「非課税
保有期間の無期限化」など、これまでの制度との違いを丁寧に説明し、NISAの有効活用について提案を行った結果、利用者数は
増加しています。

【原則２】
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• 投資信託を保有するお客様について、基準日時点でお持ちの投資信託に係る購入時以降の運用損益を算出し、運用損益区分別
に表示しています。

• 投資信託の運用損益は2024年3月末現在、全体の98.1％の方がプラスとなっています。

２．お客様の生活を生涯にわたってサポートすることを第一に考えた取組み

【共通ＫＰＩ】 投資信託 運用損益別顧客比率

【原則２】

2024年3月末時点

運用損益の区分 人数 比率

－50％未満 1 0.0%

-50％以上-30％未満 2 0.0%

-30％以上-10％未満 61 0.6%

-10％以上0％未満 121 1.3%

0％以上+10％未満 1,374 14.2%

+10％以上+30％未満 5,556 57.6%

＋30％以上～＋50％未満 2,073 21.5%

＋50％以上 462 4.8%
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• 設定後5年以上経過している投資信託※の残高上位20銘柄を対象とします。
※DC専用投信、ファンドラップ専用投信、ETF、上場REIT、公社債投信、私募投信、外貨建て投信は除きます。

• 2024年3月末現在では、上位20銘柄中、19銘柄でリターンがコストを上回っています。

【共通ＫＰＩ】 投資信託預り残高上位20銘柄のコスト・リターン／リスク・リターン （2024年3月末）

２．お客様の生活を生涯にわたってサポートすることを第一に考えた取組み

投資信託預り残高上位２０銘柄の一覧

No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

DIAM高格付インカム・オープン（毎月決算コース）

iFree　TOPIXインデックス

18.94

18.34

14.22

20.49

2.04

1.51

ニッセイ健康応援ファンド

DIAMワールド・リート・インカム・オープン（毎月決算コース）

ダイワ好配当日本株投信

トレンド・アロケーション・オープン

インデックスファンド　Ｊリート

eMAXIS　最適化バランス（マイフォワード）

0.55

0.55

2.22

0.37

2.05

2.18

コスト

1.49

0.10

0.14

1.38

0.66

1.91

1.01

0.24

15.27

12.81

1.05

0.55

14.27

1.43

0.15

たわらノーロード　日経225

世界の財産3分法ファンド（不動産・債券・株式）毎月分配型

eMAXIS　NYダウインデックス

ファイン・ブレンド（毎月分配型）

14.87

7.82

銘柄名

財産3分法ファンド（不動産・債券・株式）毎月分配型

たわらノーロード　先進国株式

インデックスファンド225

つみたて8資産均等バランス

eMAXIS　最適化バランス（マイミッドフィルダー）

eMAXIS　最適化バランス（マイストライカー）

ダイワ・US-REIT・オープン（毎月決算型）Bコース（為替ヘッジなし）

iFree　新興国株式インデックス

リスク リターン

2024年03月末時点

9.28

17.20

17.03

10.06

17.26

5.33

17.02

10.38

9.68

14.24

8.31

14.23

5.94

19.90

15.75

7.59

17.48

3.55

15.33

8.35

8.62

13.53

11.41

9.01

4.16

6.30

15.74

-1.80

2.06

11.66

3.64

【原則２】
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２．お客様の生活を生涯にわたってサポートすることを第一に考えた取組み

投資信託預り残高上位２０銘柄の一覧

No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

たわらノーロード　国内リート

eMAXIS　最適化バランス（マイフォワード）

18.52

20.04

9.85

15.01

1.43

2.04

eMAXIS　最適化バランス（マイミッドフィルダー）

インデックスファンド　Ｊリート

DIAM高格付インカム・オープン（毎月決算コース）

ダイワ好配当日本株投信

eMAXIS　最適化バランス（マイストライカー）

iFree　新興国株式インデックス

1.51

0.24

2.22

2.18

0.55

1.05

コスト

1.49

1.38

1.91

0.19

0.11

0.66

1.01

2.05

15.13

19.41

0.55

0.37

6.79

0.28

0.55

ファイン・ブレンド（毎月分配型）

たわらノーロード　日経225

たわらノーロード　先進国株式

eMAXIS　NYダウインデックス

7.81

15.36

銘柄名

財産3分法ファンド（不動産・債券・株式）毎月分配型

世界の財産3分法ファンド（不動産・債券・株式）毎月分配型

インデックスファンド225

ニッセイ健康応援ファンド

トレンド・アロケーション・オープン

つみたて8資産均等バランス

ダイワ・US-REIT・オープン（毎月決算型）Bコース（為替ヘッジなし）

DIAMワールド・リート・インカム・オープン（毎月決算コース）

リスク リターン

2023年03月末時点

9.16

10.14

4.78

17.07

17.99

18.21

17.06

16.46

7.76

10.59

15.14

13.18

3.25

5.23

2.16

7.40

13.54

12.71

7.03

1.21

-3.52

5.32

11.13

5.10

5.16

4.42

2.31

3.82

7.28

3.74

4.73

【共通ＫＰＩ】 投資信託預り残高上位20銘柄のコスト・リターン／リスク・リターン （2023年3月末）

【原則２】
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２．お客様の生活を生涯にわたってサポートすることを第一に考えた取組み

投資信託預り残高上位２０銘柄の一覧

No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

世界のサイフ

たわらノーロード　国内リート

14.88

17.02

7.69

15.51

0.55

1.26

DIAM高格付インカム・オープン（毎月決算コース）

ダイワ好配当日本株投信

eMAXIS　最適化バランス（マイミッドフィルダー）

高格付債券ファンド（為替ヘッジ70）毎月分配型

eMAXIS　最適化バランス（マイストライカー）

東京海上・円資産バランスファンド（年1回決算型）

2.18

2.22

1.05

0.66

1.43

2.04

コスト

1.49

1.38

1.91

0.19

0.11

1.01

1.51

2.05

14.61

3.60

0.55

1.14

6.12

1.30

0.28

ファイン・ブレンド（毎月分配型）

たわらノーロード　日経225

たわらノーロード　先進国株式

インデックスファンド225

9.32

2.99

銘柄名

財産3分法ファンド（不動産・債券・株式）毎月分配型

世界の財産3分法ファンド（不動産・債券・株式）毎月分配型

トレンド・アロケーション・オープン

ニッセイ健康応援ファンド

DIAMワールド・リート・インカム・オープン（毎月決算コース）

ダイワ・US-REIT・オープン（毎月決算型）Bコース（為替ヘッジなし）

インデックスファンド　Ｊリート

eMAXIS　NYダウインデックス

リスク リターン

2022年03月末時点

8.69

9.44

4.37

16.45

17.04

16.44

7.83

16.58

18.26

16.80

8.64

15.01

4.26

6.67

2.54

9.86

15.31

9.51

-0.80

6.79

9.87

12.36

5.82

14.53

2.80

5.19

6.58

-0.06

9.51

0.21

0.86

【共通ＫＰＩ】 投資信託預り残高上位20銘柄のコスト・リターン／リスク・リターン （2022年3月末）

【原則２】



３．利益相反を適切に管理する取組み

• 当金庫の商品・サービスの最良な提案を目的として、当金庫が定めた「利益相反管理方針※」のもと、内部規
程を整備し、適切に管理・運用しています。お客様の金融に関する正当な利益を確保するため、金庫内に利
益相反管理に関する責任者、担当者および統括部署、担当部署を設置し、当金庫全体の情報収集、対象取
引の特定など、適正な利益相反管理に向けた体制を整備しています。

• また、これらの管理を適切に行うため、職員に対する研修・教育を実施し、金庫内において適正な利益相反
管理について周知・徹底しています。

• 当金庫が取扱う投資信託の商品は、労金業態の中央機関である労働金庫連合会において、販売する商品
の基本的な利益（リターン）、損失その他のリスク、取引条件、選定理由、手数料水準等が適切であることを
確認し、利益相反の管理も含め第三者評価機関により審議・選定されたものの中から、当金庫が適切性を
審査したうえで選定しています。

• 労金業態のグループ会社として、投資信託運用会社や保険会社は存在しないことから、グループ会社の商
品を優先的に推奨・販売することはありません。

※利益相反管理方針（https://shizuoka.rokin.or.jp/about_rokin/housin/souhan/）
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【原則３】



４．手数料等に係る情報提供の取組み

• 当金庫の商品・サービスの提供に際し、お客様にご負担いただく手数料等については、商品・サービスの開発・維持・システム運用、事務手続き等に係る費
用の対価としていただいております。各商品・サービスの手数料等については、各営業店およびホームページで、わかりやすく表示しています。

• 投資信託に係る手数料については、各種パンフレット・ガイドブック等の他、ホームページにファンド一覧を掲載し、商品間での比較が簡単にできるよう一覧
表にするなど、お客様にとってわかりやすいような開示に努めています。

• 投資信託のご提案に際しては、お客様説明用パンフレット「投資信託ラインアップ」や、商品の概要、リスク、運用実績、費用等について簡潔に記載した「重
要情報シート（個別商品編）」等を活用して、投資信託の仕組みや購入・保有時等にかかる手数料等をわかりやすく説明するよう努めています。
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【原則４】

【静岡ろうきん投資信託ファンド一覧（手数料・取引方法）URL】

（https://www.wam.abic.co.jp/contents/C642968/wam
3/1/pc/listsellfee.html）
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【原則５】５．お客様の立場に立ったわかりやすい情報提供の取組み

• お客様の金融商品の取引経験や金融知識を把握のうえ、販売・推奨等を行う金融商品・サービスについて、重要な情報が理解できる

よう記載した「重要情報シート」等の資料を用いて、その複雑さやリスクに見合った、丁寧な情報提供を行っています。

【重要情報シート（個別商品編）】※一例



５．お客様の立場に立ったわかりやすい情報提供の取組み
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• 計画的な資産形成等、お客様の生活を生涯にわたってサポートするための情報提供に努めました。Ｗｅｂの活用など環境の変化に対応

しながらセミナーを開催し、前年度を上回る開催回数となりました。

• 2023年度は資産運用への関心の高まりと「新しいNISA制度」への改正に伴い、「資産運用セミナー」が好評となり、参加人数が大幅に増

加しました。「ライフプランセミナー」では、各年齢階層に応じた幅広いテーマで金融知識の向上に資するセミナーを開催し、参加者は

8,000人を超えています。

【原則５】



５．お客様の立場に立ったわかりやすい情報提供の取組み
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• 当金庫ホームページには、投資信託を購入されるお客様
向けの「投資信託特設サイト※１ 」 や、老後の資産形成に
役立つ確定拠出年金（DC）の詳しい制度紹介として「ろう

きんiDeCoスペシャルサイト※2 」等へのリンク表示を設け、
リスクや運用のポイント等、投資に役立つ情報をわかり
やすく掲載しています。

• また、アフターフォローとして「オンライン資産運用セミ
ナー」や「iDeCo加入者継続セミナー」を開催し、利用者に
必要な情報提供を行っています。

※１投資信託特設サイト（https://shizuoka.rokin.or.jp/unyo/toushishintaku/）
※２ろうきんiDeCoスペシャルサイト（https://rokin-ideco.com/shizuoka/index.html）

【原則５】

【ろうきんiDeCoスペシャルサイト※２】

【iDeCo加入者継続セミナー】【投資信託特設サイト※１】



５．お客様の立場に立ったわかりやすい情報提供の取組み
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【原則５】

• 投資信託のご提案に際しては、お客様の知識や投資経験、資産状況、投資目的等を確認させていただいたうえで、お客様
説明用パンフレット「資産形成＆投資信託ガイドブック」、「投資信託ラインアップ」等を活用して、各ファンドの特徴や投資対
象、投資目的等を丁寧に説明しています。

• ご高齢のお客様に対する投資信託の販売に際しては、より丁寧な説明と、厳格な適合性判定および意思確認（複数回の面
談および当金庫役席者の同席等）を実施するなど、販売・推奨することが適切か慎重に判断しています。

• 2024年1月の「新しいＮＩＳＡ制度」への改正に向け、ろうきん「ＮＩＳＡガイドブック」等を活用し、制度変更についての情報提

供や、個別相談を実施しました。



６．お客様にふさわしいサービス提供の取組み
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【原則６】

※１金融商品に関する勧誘方針
（https://shizuoka.rokin.or.jp/about_rokin/housin/kanyu/）
※２共済募集指針
（https://shizuoka.rokin.or.jp/about_rokin/housin/kyosaiboshu/）
※３保険募集指針
（https://shizuoka.rokin.or.jp/about_rokin/housin/hokenboshu/）

• 当金庫は、お客様への適切な金融商品等の勧誘・募集を行うため、「金融商品に関する勧誘方針※１」

「共済募集指針※２」「保険募集指針※３」等を定め、お客様一人ひとりの資産状況や金融商品の取引

経験、商品知識や取引目的、ニーズ等を把握のうえ、長期的な視点にも配慮した、お客様にふさわし

い金融商品・サービスの提供に努めています。

• お客様一人ひとりの健全な生活設計への支援に向け、中長期的な視点での資産形成に向けたアドバ

イスや、子育て・教育・マイホームなどライフステージにおけるあらゆる資金ニーズに良好な商品でお

応えするため、また多様化するお客様の金融ニーズに的確に応えるために、預金、融資なども含めて

既存商品・サービスの見直しや商品開発を行っています。

※2023年度は、新たに投資信託５商品を導入しました（廃止は１商品）。

※当金庫は、投資信託などの投資性金融商品の組成は行っておりません。

• 当金庫は、投資信託の販売後においても、お客様へ適時、情報提供等のアフターフォローを実施して

います。お客様が保有する各ファンド毎の投資金額に対して30％以上の評価損が発生し、かつトータ

ルリターン（運用収支）においても評価損が発生した場合には、当該金融商品の運用状況を説明する

等、お客様の意向に基づいた適切な対応に努めています。

• また、2023年10月より投資信託を利用中の「75歳以上」のお客様全員に対するアフターフォローを開

始し、お客様の健康状態や投資判断に係る記憶力や理解力等を確認しながら、きめ細やかな情報提

供とお客様の状況把握に努めています。

取扱い
商品数

うち
ノーロード

うち
つみたて投資枠

14 5 0
国内 2 2 0
海外 12 3 0

21 10 8
国内 6 3 2
海外 15 7 6

21 6 6
8 3 0
5 0 0

69 24 14合計

種別

　　　　　投資信託商品ラインアップ　　　　（2024年3月末現在）

バランス
ＲＥＩＴ

ＥＳＧ関連

債券

株式

回数（延べ） 対象人数

アフターフォロー実績 1,460回 1,214人

（2023年4月～2024年3月）



＊該当年度の「投信購入者数（①）」と、「①のうち複数商品（定時定額含む）購
入者割合（②）」および「①のうち過去３年度以内購入者の再購入者割合（③）」
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６．お客様にふさわしいサービス提供の取組み 【原則６】

• 当金庫の方針に沿った取組みがお客様に支持され、幅広い年齢層で投資信託を保有いただいています。これは、お客様
一人ひとりのライフプランに基づく生活設計支援の取組みが、お客様から支持された結果であると考えています。

• 当金庫では、お客様にとって利便性の高い「インターネットバンキング（ＩＢ）投資信託」のサービスを提供し、投資信託販売
額に占めるインターネットによる販売割合は、80％以上となっています。

• 今後もお客様のニーズに合わせた多様な販売チャネルの整備とともに、相談体制の充実など、お客様の利便性を向上す
るための施策を進めます。



７．「ろうきんの理念」の職員への定着と実践に向けた取組み

• 「ろうきんの理念」の定着に向け、全国労働金庫協会が主催する「理念研修」を受講し、その実践に努めています。

• 当金庫は「福祉金融プロフェッショナル※」を目指すべき職員像と定め、商品・業務知識や相談スキルを向上させることを目的とする階層
別研修を実施し、お客様の状況やライフステージに応じた適切な相談、提案を実践できる職員の育成に取り組んでいます。なお、職員評
価制度の業績評価項目においては、投資信託等の販売金額や手数料については評価対象としていません。

• 当金庫は、金融商品や投資環境に関する職員の知識向上を図るため、「ＦＰ技能士」「ＤＣプランナー」等の資格取得の奨励・支援を行っ
ています。

• 業務を支援するため専担部署にて常時モニタリングを実施し、必要な情報提供や検証を行い、相談体制を整備しています。

• 「お客様本位の業務運営に関する取組方針」や取組状況については、全職員へ周知しています。また、お客様の声を収集するための専
用システムで常時モニタリングを行い、ＶＯＣ（Voice Of Customer）ミーティングで、お客様の声を商品やサービスに反映する体制を整えて
います。

※ 「福祉金融プロフェッショナル」・・・金融機関職員として幅広い知識を持ち、勤労者の金融ニーズに応える「金融のプロ」と、会員・関連団体との協働・連帯を通じて運動と事業

の発展に貢献する「労働者自主福祉運動のプロ」を兼ね備えた〈ろうきん〉職員の目指すべき姿。
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【原則７】

2021年度末 2022年度末 2023年度末

ＦＰ１級 15人 15人 16人

ＦＰ２級 325人 324人 339人

ＤＣ１級 6人 5人 5人

ＤＣ２級 72人 72人 75人

認知症サポーター 437人 477人 507人

ＦＰ・ＤＣ等資格保有者数

2021年度 2022年度 2023年度

庫内研修
(店内研修含む)

579人 586人 546人

自主福祉運動
理念等研修

94人 93人 96人

金融商品関連の職員向け庫内研修・
自主福祉運動・理念等研修受講者数(延べ)


